
62｡iili長煩研究所｡

2) 小山直樹(1974):ニホソザルオスの研究史Cオスの

出括史一二ホソザル地域個体群の研究 Ⅰ (和田一雄

･AI淡 ･移山草九嗣)pp･3-11q望長煩研究所o

学 会 発 表

1) -ヌマソラソグ-ルの環境適応と生活様式 .

杉 山 串 ●九

㍍27回日本人杭学会日本

民族学会連合大会 (1973)

2) -ヌマソラソクールの生態

杉 山 串 丸

的18回ブ1)マーチス研究会特別訴浜 (1974)

3) イソ ド中西部におけるサル規の分布の現況とhuman

impact

小 山 直 樹

鍬27回日永人析学会日本

民族学会迎合大会 (1973)

4) 嵐山群の個体数変亘かこついて

粟越他司 ･真野哲三 ･小山直樹

抑18回ブ1)マーチス研究会 (1974)

5) プッシュマソの生活と社会

m ItJ 二 郎

抑10回日本アフt)カ学会大会 (1973)

生 理 研 究 部 門

大沢 済 ･大島 77i

目片文夫 ･林 基治

研 究 概 要

1) 温度適応の研兜

大沢 済 ･大島 満

目片文夫 ･原 文江1)

2) 霊長規の生殖生理に関する基礎的研究

大払 約 ･林 正治

3) 分娩時子宮収縮伝拓に関するIii曳生理学的r]F兜

大 島 消

1),2),3)については年報第3怨9京参17.点｡

4) UPS(UterineProgesteroneSystem)の避妊機脚 こ

t対する研究

大 Bl 的

Tとi:出の曲直幹のポt)マーに天然のプt]ゲステt,ソな

l勺放した,所謂ミニtIルとT字型 IUD を併用した新し

い子宮内避妊辞具の避妊効果及びその較序を解明する.

ホルモソnbJ乱 子宮内膜の局所的変化の電子顔徽銃的統

I)教萌取貝

釈,内膜組扱培養などの手法を用いて,このブt,･}ェク

トは現在,緒についたはか りである｡

5) ニホソザル性周期とホルモソ環暁

林 基治 ･大島 (F'i

メスニホソザルの血中LH測定に,2抗体法によるラ

ジオイムノアッセイ (RIA)系を確立した｡この系を用

いメスニホソザルの年内LH変動と性周期との閃鼠 ま

た,腿スメア,腹腔鏡による卵央形態変化等との関連を

明らかにする｡

6) ゴナ ドトtlti'ソ分泌の動態

林 基治 ･大皿 隅
卵虫掃除サル,正常性周期を有するサル執 こ,rclcas･

ingfactor,prostaglandin 等を急性投与し,それ呼のゴ

ナ ドト｡ピソ分泌に及ぼす影響を調べ,その作用機序を

明らかにする｡

7) 霊長現の卵史,卵管,子宮に対するホルモソの形啓

に関するFiに気生理学的研兜

竹中晃子2)･大島 招 ･林 基治

生娘綜官の細胞脱冠位および活動冠位におよはすホル

モソ (ェスト｡〆ソ,ブp〆ステt]ソ,オキシトシソ,

ブロスタグラソデ ィソ)の影響を電気生理学的に究明し,

その作用機序を追及するために,卵鵜,卵管,子宮平滑

筋の細胞内冠位をガラス敵中電極法により測定し,細胞

内冠位のホルモソレベルに_よる遊,日印神経系との関係

さらに脱乍ti位と収縮との閑迎性について枚討している｡

総 税

1) 大島的(1974)･.霊長規の生始生FJ!1,1[｡科学44(1)

:ll-19,44(2):95-102｡

論 文

1) 大島TFlt･高木良敬(1973):矧勺海水シt,サケの映球

誘起脳故による母川回侃機肋 こ関する研兜O口本位

帥会雑誌69;46-590

学 会 発 表

1) ブロスタグラソデ ィソのウサギ共体退ffa作用にBQす

る光顕および電疎的研究

大島 irlLILIl)I-･以光

松本公一郎 ･曽El]控.J'･介

E]本不妊学会約18回大会 (1973)

2) こホソザルに於けるプロラクチソ分泌の動態につい

て

山路 根 ･払本和明

大島 fF'1･林 韮治

日本内分泌学会第47回大会 (1974)

2)研修員
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3) こホソザルの血中LH勅勘 こついて

林 誠治 ･大[:Im
ILl路 稚･i.fJネ:和明

約18回ブ1)マーチス研死金 (1974)

生化学研究部門

前柄飽治 ･竹中 修 ･黒山 節

研 究 概 要

1)粥自Trの耶辺,践憶,進化および動態の基内的研究

高橋健治･竹中 修 ･京山 節

-ir'(白Ttの隅辺 (一次構造,高次桐造)と機鰭,構造-

機偲mm性.分子進化および生理的劫怨の解明に必要な

各和研究J)J'法の閃苑と応用に関する韮礎的研兜を進めて

いる｡

2) ニホソザル田ペプシノーゲソおよびペプシソのflli製
と性質

P.'U'1.巧拙治 ･穴山 節

盟17<桝の門ペプシソな車e>とする恨性ブT,チアー･tfの

比較生化学的研究の一つとして.ニホソザル円ペプシノ

ー〆ソおよびペプシソの分別frL魁を行なった｡得られた

数懲成分について,特只的取窃剤の形符など,紺性状を

枚討し,他の吐物の場合と比較した.

3) ニホソザル胎児-モクpピソの性Ttと動.TAB

竹 中 略

nuと方悦 iL:過程における血球お よび血統再訂斤訳白質

(-モグロピソ.血液祝田系彬崇.抑体系呼)の動掛 こ

関する研究の一つとして,ニホソザル新生児期の胎児-

モクT,ピソから成体へモクpピソへの変換を調べた｡ま

た.丙-モグpビ./をfJlf如し.放射に対する親和性等を

比較した｡

論 文

1)Hashimoto,∫.,冗.Takahashiand T.Uchida

(1973):PhotooxidationofritnnucleaseUl.J.
BZochem.73:13-22.

2)Mizobe,F.,K･TakahashiandT.Ando(1973):

ThestructureandfunctionofacidlrroteLISeS.I.

Sl一ccilic inactivation ofan.lCid I汀OtC;ISCfroTn

R/ziZoj･uschEIZCnJZ.Sbydiazo;lCCtyhorlcucincmCtllyl

estcr.J.Bl'ochem.73:61168.

3)Tukal"shi,K.andW.J.Cllang(1'J73):SI'∝ific

chCmicalmodificationofacidProtcこISCSin tlle

l,reSCnCCandabsenceofpepstatin.J.B1-oche'n.

73:675-677.

4)Chang.W.J.andIく.Takahashi(1973): The

structure and function ofacid proteases.ⅠⅠ,

TnactiviltionoEtx)vinerenninbyacid protease-

sPeificinllitJitors.J.BEochEm.74:231-237･.

5)Ⅰ七tyilkawa.S.dnd lく.TllkiJhaslli(1973):The

structurc andfunctionofr王tx)nucleaseTl.XIX.

Differentinlclcavagcsofthedisulfidcbondsin

rilx)nucleascTI Witl12-JnCrCi叩tOethanol.J.Bt'o･

chem.74:1075-1081.

6)Takahashi,K.(1973):Productsofl)Crformicacid

hydrolysisofS-cartx)Xymethylcysteineandrelated

compounds.J.Biochem.74:1083-108rJ.

7)Takahashi,K.(1973):Evidencefortheimplica･

tionoEhistidinesl40and-92intheactivesiLc

ofritx)nucleaseTl.J.Biochem.74;1279-1282.

8)Abe,T.,K.Takahashi､andT.Ando(1974):

PurificationandpropertiesofS-1α)pl･OtCinfrom

porcinebrain.J.BL'ochem.75;ll-22.

9)TukillltlSlli.I(.(1974); EffccLsoEIcmt)eratulc,

sLlltsilndsolvents｡ntheen7.ymaticilCtivityoE

ritx)nuclcascTl.J.BLochem.75:201-204.

10)Ikcn.1g.1,ll.nndK.TJkahashi(1974):Inactivation

ofbovinecartx)xypcl)tidaseA byspecificm∝li･

ficationofarglnlneresidueswit1日)henylglyoxal.

J.Bl'ochem.75:455-462.

ll)Abe.T.,0.Takenakaand Y.Inada(1974):

ReinvcsligationofthephysicochemiGll.lndenzym ic

prol)CrlicsofL-glutaminasefrom Pseudomonas･

BJ'ochem.BL'oAFLY∫.Acta.358:113-116.

12)Takcmka.0.,T.Sakai.T.Yon andY.Inada

(1974):Ⅰ･:ff∝tsofoxygentensiononchemical

suseL･t)lihililit30fcrythrlX:ytCmCmbrancsusexam･

intxlWitIllldhnethylaminonat)hthalenc-5-sulfonyl

chloride.BL'ochcm.BE'ophJS.Res.Comm.59:742-

7▲18.

13)Ⅰくagcyama,T.andE.Ohllislli(1973):Calbohy･

dratemetalx)lism inthet･ggsofthesilkworm,

BombJxmorJ'.ltAn:lCrObiosisilndI)01yolformation.

DCvL.GTOWLAoTldDzl/JcrelZLz-aLI'on15:47-55.

14)1く;IgCyiunこl,T.,S.Y.TakahashiandE.0lmishi

(llJ73):AcidI)hosphatasesintheeggsofthesilk-

worm,BombJxmoTi:1,urificationandl'rOl'erties.

ZtzJecLBiochcm.3:373-388.

学 会 発 表

1) リボヌクレアーゼUlの一次構造

橋本純治 ･irsf.巧鯉治

日本生化学会節46回大会 (1973)

2) コウシレソニソの活性部位の一次耶逝
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